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○
と
畜
場
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
六
号
）
【
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
時
点
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
一
般
と
畜
場
の
構
造
設
備
の
基
準
）

第
一
条

と
畜
場
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
と
畜
場
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

係
留
所
、
生
体
検
査
所
、
処
理
室
、
冷
却
設
備
、
検
査
室
、
消
毒
所
、
隔
離
所
及
び
汚
物
処
理
設
備
並
び
に
当
該
と
畜
場
内
に
お
い
て
食
用
（
食
用
に
供
す
る

内
臓
を
含
む
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
取
引
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
に
あ
つ
て
は
、
市
長
。
以
下
同
じ
。
）
が
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
取
引
室
を
有
す
る
こ
と
。

二

係
留
所
に
は
、
生
後
一
年
以
上
の
牛
及
び
馬
に
つ
い
て
は
一
頭
ご
と
に
、
そ
の
他
の
獣
畜
に
つ
い
て
は
適
宜
に
、
こ
れ
を
係
留
し
、
又
は
収
容
す
る
こ
と
が
で

き
る
区
画
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
床
は
、
不
浸
透
性
材
料
（
石
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
血
液
及
び
汚
水
が
浸
透
し
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
で
築
造
さ
れ
、
こ
れ
に
適
当
な
こ
う
ば
い
と
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

生
体
検
査
所
は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

イ

床
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

獣
畜
の
計
量
及
び
保
定
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

法
第
十
四
条
第
一
項
の
検
査
の
事
務
に
従
事
す
る
者
の
手
指
及
び
そ
の
者
が
使
用
す
る
器
具
の
洗
浄
又
は
消
毒
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

洗
浄
又
は
消
毒
に
必
要
な
設
備
は
、
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必
要
な
数
が
適
当
な
位
置
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

処
理
室
は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

イ

と
室
、
病
畜
と
室
、
内
臓
取
扱
室
及
び
外
皮
取
扱
室
に
区
画
さ
れ
、
各
室
に
、
直
接
処
理
室
外
に
通
ず
る
出
入
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

床
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
、
こ
れ
に
適
当
な
こ
う
ば
い
と
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

内
壁
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
床
面
か
ら
少
な
く
と
も
一
・
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
不
浸
透
性
材
料
で
腰
張
り
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

ニ

十
分
に
換
気
及
び
採
光
の
で
き
る
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

内
臓
検
査
台
、
内
臓
処
理
台
、
内
臓
運
搬
具
、
と
肉
懸
ち
よ
う
器
及
び
計
量
器
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ヘ

獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体
を
行
う
者
及
び
法
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
検
査
の
事
務
に
従
事
す
る
者
の
手
指
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
が
使
用
す
る
器
具

の
洗
浄
又
は
消
毒
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ト

洗
浄
又
は
消
毒
に
必
要
な
設
備
は
、
法
第
九
条
に
規
定
す
る
措
置
及
び
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必
要
な
数
が
適
当
な
位
置
に
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

チ

洗
浄
又
は
消
毒
に
必
要
な
温
湯
を
十
分
に
供
給
す
る
こ
と
の
で
き
る
給
湯
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

リ

飲
用
に
適
す
る
水
を
十
分
に
供
給
す
る
こ
と
の
で
き
る
給
水
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五

冷
却
設
備
は
、
食
肉
を
十
分
に
冷
却
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

検
査
室
に
は
、
検
査
台
そ
の
他
検
査
に
必
要
な
器
具
が
備
え
ら
れ
、
か
つ
、
給
水
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七

消
毒
所
に
は
、
獣
畜
の
部
分
等
で
あ
つ
て
、
病
毒
を
伝
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
消
毒
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の

床
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

八

隔
離
所
に
は
、
隔
離
さ
れ
た
獣
畜
の
汚
物
及
び
汚
水
を
消
毒
す
る
こ
と
の
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
床
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ



- 2 -

れ
て
い
る
こ
と
。

九

汚
物
処
理
施
設
は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

イ

汚
物
だ
め
並
び
に
血
液
及
び
汚
水
の
処
理
設
備
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
血
液
及
び
汚
水
を
終
末
処
理
場
の
あ
る
下
水
道
に
直
接
流
出
さ
せ
る
と
畜
場
に

あ
つ
て
は
、
血
液
及
び
汚
水
の
処
理
設
備
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

汚
物
だ
め
は
、
処
理
室
及
び
取
引
室
か
ら
適
当
な
距
離
を
有
し
、
か
つ
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
、
適
当
な
覆
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

血
液
及
び
汚
水
の
処
理
設
備
は
、
処
理
室
及
び
取
引
室
か
ら
適
当
な
距
離
を
有
し
、
か
つ
、
血
液
及
び
汚
水
の
浄
化
装
置
を
有
す
る
こ
と
。

十

取
引
室
は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

イ

床
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
、
こ
れ
に
適
当
な
こ
う
ば
い
と
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

内
壁
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
床
面
か
ら
少
な
く
と
も
一
・
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
不
浸
透
性
材
料
で
腰
張
り
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

ハ

十
分
に
換
気
及
び
採
光
の
で
き
る
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

と
肉
懸
ち
よ
う
器
及
び
ハ
ン
ガ
ー
レ
ー
ル
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

飲
用
に
適
す
る
水
を
十
分
に
供
給
す
る
こ
と
の
で
き
る
給
水
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
一

そ
の
他
都
道
府
県
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
に
あ
つ
て
は
、
市
。
以
下
同
じ
。
）
が
条
例
で
定
め
る
構
造
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

（
簡
易
と
畜
場
の
構
造
設
備
の
基
準
）

第
二
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
簡
易
と
畜
場
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

処
理
室
、
検
査
所
、
消
毒
所
及
び
汚
物
処
理
設
備
並
び
に
生
体
検
査
及
び
隔
離
を
行
う
た
め
に
必
要
な
敷
地
を
有
す
る
こ
と
。

二

処
理
室
は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

イ

内
臓
及
び
外
皮
を
そ
れ
ぞ
れ
各
別
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
適
当
な
区
画
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

床
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
、
こ
れ
に
適
当
な
こ
う
ば
い
と
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

十
分
に
換
気
及
び
採
光
の
で
き
る
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

内
臓
検
査
台
、
と
肉
懸
ち
よ
う
器
及
び
計
量
器
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

飲
用
に
適
す
る
水
を
十
分
に
供
給
す
る
こ
と
の
で
き
る
給
水
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

検
査
所
に
は
、
検
査
台
及
び
給
水
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

消
毒
所
に
は
、
消
毒
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
床
は
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

汚
物
処
理
設
備
は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

イ

汚
物
だ
め
並
び
に
汚
水
だ
め
又
は
血
液
及
び
汚
水
の
処
理
設
備
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
血
液
及
び
汚
水
を
終
末
処
理
場
の
あ
る
下
水
道
に
直
接
流
出
さ

せ
る
と
畜
場
に
あ
つ
て
は
、
汚
水
だ
め
並
び
に
血
液
及
び
汚
水
の
処
理
設
備
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

汚
物
だ
め
及
び
汚
水
だ
め
は
、
処
理
室
か
ら
適
当
な
距
離
を
有
し
、
か
つ
、
不
浸
透
性
材
料
で
築
造
さ
れ
、
適
当
な
覆
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

血
液
及
び
汚
水
の
処
理
設
備
は
、
処
理
室
か
ら
適
当
な
距
離
を
有
し
、
か
つ
、
血
液
及
び
汚
水
の
浄
化
装
置
を
有
す
る
こ
と
。

（
作
業
衛
生
責
任
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
法
の
規
定
の
読
替
え
）

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
作
業
衛
生
責
任
者
に
つ
い
て
法
第
七
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
及
び
法
第
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る
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こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
み
替
え
る
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
七
条
第
二
項

と
畜
場
の
衛
生
管
理
に
関
し
て

獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体
の
衛
生
管
理
に
関
し
て

当
該
と
畜
場
の
衛
生
管
理

当
該
と
畜
場
の
獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体

当
該
と
畜
場
の
構
造
設
備
を
管
理
し
、
そ
の
他
当
該

そ
の
他
当
該
と
畜
場
の
獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体

と
畜
場

第
七
条
第
三
項

と
畜
場
の
衛
生
管
理
に
関
し
て

獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体
の
衛
生
管
理
に
関
し
て

当
該
と
畜
場
の
衛
生
管
理

当
該
と
畜
場
の
獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体
の
衛
生
管

理

と
畜
場
の
設
置
者
又
は
管
理
者

と
畜
業
者
等

第
七
条
第
四
項

と
畜
場
の
設
置
者
又
は
管
理
者

と
畜
業
者
等

第
七
条
第
五
項
第
三
号

と
畜
場
の
衛
生
管
理

獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体

第
七
条
第
六
項

と
畜
場
の
管
理
者

と
畜
業
者
等

第
八
条

と
畜
場
の
管
理
者

と
畜
業
者
等

第
八
条
第
二
号

前
条
第
二
項

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す

る
前
条
第
二
項

（
と
畜
場
以
外
の
場
所
で
獣
畜
を
と
さ
つ
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
と
畜
場
以
外
の
場
所
に
お
い
て
、
食
用
に
供
す
る
目
的
で
獣
畜
を
と
さ
つ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
次
に

掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

災
害
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
、
と
畜
場
が
滅
失
し
、
又
は
そ
の
設
備
が
き
損
し
、
と
畜
場
以
外
の
場
所
に
お
い
て
と
さ
つ
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
場
合

二

離
島
で
あ
る
た
め
、
そ
の
他
土
地
の
状
況
に
よ
り
、
と
畜
場
以
外
の
場
所
に
お
い
て
と
さ
つ
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
都
道
府
県

知
事
が
指
定
し
た
地
域
に
お
い
て
、
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
獣
畜
を
と
さ
つ
す
る
場
合

（
と
畜
場
外
へ
の
持
出
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
五
条

法
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
と
き
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
の
有
無
に
つ
い
て
の
同
項
本
文
に
規
定
す
る
検
査
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
解
体
後
検

査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
て
皮
革
の
原
料
と
し
て
牛
の
皮
を
持
ち
出
す
と
き
。

二

解
体
後
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
て
牛
の
改
良
増
殖
（
学
術
研
究
の
用
に
供
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
目
的
の
た
め
に
牛
の

卵
巣
を
持
ち
出
す
と
き
。

三

解
体
後
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
て
獣
畜
の
肉
、
内
臓
、
血
液
、
骨
又
は
皮
（
以
下
こ
の
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
お
い
て
「

獣
畜
の
肉
等
」
と
い
う
。
）
の
所
有
者
又
は
管
理
者
が
焼
却
す
る
た
め
に
獣
畜
の
肉
等
の
全
部
又
は
一
部
を
持
ち
出
す
と
き
。
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四

食
品
衛
生
監
視
員
が
食
品
衛
生
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
獣
畜
の
肉
等
の
一
部
を
収
去
す
る
と
き
。

五

家
畜
防
疫
官
又
は
家
畜
防
疫
員
が
家
畜
伝
染
病
予
防
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
獣
畜
の
肉
等
の
一
部
を

採
取
し
、
又
は
集
取
し
て
持
ち
出
す
と
き
。

２

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
許
可
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

３

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
許
可
に
は
、
公
衆
衛
生
上
必
要
な
限
度
に
お
い
て
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
都
道
府
県
知
事
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
と
畜
検
査
）

第
六
条

法
第
十
四
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
疾
病
は
、
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
う
ち
牛
、
め
ん
羊
及
び
山
羊
に
係
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
が
法
第
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

前
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
有
無
に
つ
い
て
の
法
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
査

二

前
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
有
無
に
つ
い
て
の
法
第
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
う
ち
、
確
認
検
査
（
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
高
度
な
方
法
に
よ
り
行
う
検
査
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
発
見
す
る
た
め
に
簡
易
な
方
法
に
よ
り
行
う
検
査

３

厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
事
務
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
有
無
に
つ
い
て
の
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査

（
前
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
の
有
無
に
つ
い
て
の
検
査
に
あ
つ
て
は
、
確
認
検
査
に
限
る
。
）
と
す
る
。

４

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
確
認
検
査
（
当
該
確
認
検
査
の
結
果
の
判
断
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
適
確
に
実
施
す
る
に

足
り
る
技
術
的
能
力
を
有
す
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
確
認
検
査

を
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
査
の
申
請
）

第
七
条

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
検
査
の
方
法
）

第
八
条

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
望
診
、
検
温
、
触
診
、
解
剖
検
査
、
顕
微
鏡
検
査
そ
の
他
の
必
要
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
検
査
の
事
務
に
従
事
す
る
者
は
、
清
潔
な
器
具
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
、
手
指
、
器
具
等
の
洗
浄
又
は
消
毒
を
行
い
、
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
印
）

第
九
条

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
行
つ
た
と
き
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
検
査

を
行
つ
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
検
査
に
合
格
し
た
肉
、
内
臓
及
び
皮
に
検
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
と
畜
検
査
員
の
資
格
）

第
十
条

法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
と
畜
検
査
員
は
、
獣
医
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


